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第 21 回アジア学術会議について 

 

令和４年３月 24 日 

日 本 学 術 会 議 

 

 

アジア学術会議（Science Council of Asia: SCA）は、アジア地域における学術

的な協力を促進するため、2000 年（平成 12 年）に設立された国際会議であり、

日本学術会議に事務局が設置されている。アジア各国がより一層積極的に参

加・貢献するために、加盟各国が毎年の会合を持ち回りで開催しており、本年

はオンラインで以下のとおり開催された。 

 

１． 日時 

令和４年３月 15 日（火）～17 日（木）（３日間） 

 

２． 開催場所 

オンライン 

 

３． 主催機関 

Indian Council of Social Science Research (ICSSR) 

 

４． 参加国・地域及び参加者数 

16 か国・地域より約 570 名 

参加国・地域内訳／順不同：バングラデシュ、中国、台湾、インド、インドネシ

ア、日本、韓国、マレーシア、ミャンマー、ネパール、パキスタン、フィリピン、

スリランカ、タイ、ベトナム、アメリカ 

 

５． テーマ 

Science, Technology & Social Science Research: Together for a Better World 

（科学、技術、社会科学研究：共により良い世界へ（仮訳）） 

 

６． 日程 

３月 15 日（火） 
開会式、基調講演、パラレルセッション、ポスターセッション、

理事会 

３月 16 日（水） 基調講演、パラレルセッション、ポスターセッション、閉会式 

３月 17 日（木） スタディーツアー 
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７． 基調講演（日本学術会議からの推薦者） 

１）Suchana Apple Chavanich (Professor, Chulalongkorn University, Thailand） 

Coral Restoration in Southeast Asia: Using Science and Technology, and 

How to Move Forward 

 

２）小谷元子連携会員（東北大学理事・副学長、国際学術会議（International 

Science Council: ISC）次期会長） 

Advancement of Science and Technology for Sustainable and Resilient 

Society that ensures Human Well-being 

 

８． パラレルセッション（日本学術会議からの推薦者等） 

１）Science, technology and public policy in larger social, historical and ethical 

contexts 

 

２）Science, technology and society for SDGs 

議長：安田仁奈連携会員（宮崎大学農学部准教授） 

 

３ ） Socio-technological transformation and Future Earth: theories and 

applications 

議長：Dr. Smriti Basnett (Deputy Director, Future Earth South Asia Global 

Hub) 

 

４）Socio-technological transitions and the key economic sectors 

 

５）Social construct of scientific and technological developments 

 

６）Role of science and technology and social science in the emerging 

research fields such as biomedical science, information science, and the 

natural sciences 

議長：澁澤栄連携会員（東京農工大学卓越リーダー養成機構特任教授、

SCA 事務局長） 

 

７）Frameworks, approaches, methods for science, technology and social 

science studies 

 

８）Social Science Paradigm with emerging Big data, Artificial Intelligence and 

Block-Chains 

発表：佐藤嘉倫第一部会員（京都先端科学大学人文学部教授、東北大学大

学院文学研究科教授） 
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９．閉会式 

澁澤栄連携会員（東京農工大学卓越リーダー養成機構特任教授、SCA 事務

局長）による第 21 回アジア学術会議大会宣言の読み上げ、春日文子連携会員

（国立環境研究所特任フェロー、フューチャー・アース（以下、FE）国際本部事務

局日本ハブ事務局長）を含む FE 事務局による FE の活動紹介、SCA 役員による

挨拶、第 22 回アジア学術会議の周知が行われた。 

 

10．会議の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
小谷元子連携会員(基調講演)          Prof. Suchana Apple Chavanich(基調講演) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安田仁奈連携会員(パラレルセッション２議長)     澁澤栄連携会員(パラレルセッション６議長) 

 

 

 

 

 

 

佐藤嘉倫第一部会員(パラレルセッション８発表)             春日文子連携会員(閉会式)   

 

以 上 




